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該当事業 ⾼等教育コンソーシアム信州 令和 5 年度 県内⼤学連携事業 
松本若者会議 2023 

１． 全体概要 
⽬的 松本若者会議では 2021 年度、場所と⼈が繋がる仕掛け・情報をまとめて発信

する仕組みという課題を⽴てた。2022 年度、その課題をもとに地域の情報を集
め、発信できる⼈材＝編集者を育成する講座「企業と繋がるスキルアッププロ
ジェクト」を実施した。企業のインターンシップ情報を編集し、紹介するペー
ジを学⽣が取材して作る、という学⽣主体のプログラムであり、広報ページが
完成＋学⽣⾃ら参加可能という⼆⾯の効果が期待できる。 
この取り組みに賛同いただいた株式会社井上様、信濃毎⽇新聞株式会社様にご
協⼒いただき、実際に取材およびページ作成を実施した。 
そして、2023 年度はこの⼆年間の実績と経験をもとにインターンシッププログ
ラム、若者チャレンジプログラムの 2 プログラムを実施内容に設定した。
地元企業・地域・若者が連携し、新たな松本の⽂化を創っていくことにフォー
カスをする。

企画 
A.インターンシッププログラム
2022 年度実施した「企業と繋がるスキルアッププロジェクト」をベースに地元
企業の魅⼒発信・発掘および地元学⽣の企業への理解を深める・個⼈のスキル
アップを⽬的としたインターンシッププログラムを実施した。

① サウナ飯「トトノッテミソ？」インターンシップ

B.若者チャレンジサポートプログラム
今年度松本市地域づくり課ユースサポート係が主導となって始まった「若者

チャレンジ応援事業」。今年度は 11 件の応募があり、8 件が採択。
採択された団体はもちろん、採択されなかった団体も基本的には活動を⾏うと
いうこともあり、こういった団体を集め、他団体や社会⼈、企業との交流を促
し、さらに⼤きな取り組みを⽣み出していくことを⽬指し 2つのイベントを実
施した。

① 若者チャレンジミートアップ
② 若者チャレンジカンファレンス



２． 企画概要 
企
画
名
称 
１ 

A.インターンシッププログラム
① サウナ飯「トトノッテミソ？」インターンシップ

企
画
概
要 

井上百貨店およびアイシティ 21 を運営している株式会社井上と地元サウナ施設 3 社
(ゲストハウスしましま・タビシロサウナ・林檎の湯屋おぶ〜)製作のオリジナルサウナ
飯レトルト⾷品「トトノッテミソ？」を題材に販路開拓、認知拡⼤を⽬的としたインタ
ーンシップを実施した。 
 導⼊として、製作に関わっているデザイナーやコピーライターの話、⼩売現場の⾒学。
その後、実際にどのように販路および認知拡⼤していくかのアイデアを 1 チーム 3〜4
⼈組にて提案を⾏った。 
また、実際にその施策が有効かどうかを検証するトライアルの場として、信毎メディア
ガーデン、銀座MAGANOでの販売会を予定している。 

開
催
内
容 

開催⽇時 開催場所 内容 

10 ⽉ 9 ⽇(⽉) 

10:00-16:00 

ゲストハウスしましま

「トトノッテミソ？」インターンシップキックオフイ

ベント 

レトルト⾷品「トトノッテミソ？」のパッケージデザ

インおよびコピーライトを担当した⽅をお招きし、商

品に込められた想いや創り⼿として届けたいものにつ

いて語っていただいた。

また、販売元である株式会社井上の副社⻑である井上

博⽂様、トトノッテミソ？の構想をつくったマツモト

トノッターメンバーのお話もきいた。

お昼には実際に今回販売する「トトノッテミソ」を全

員で試⾷。

午後はレゴシリアスプレイ®メソッドを活⽤したチー

ムビルディングの時間とした。



10 ⽉ 22 ⽇(⽇) 

11:00-15:00 

林檎の湯屋おぶ〜／井上百

貨店／SHINSHU OMIYAGE 

BASE 

フィールドワーク

関係者、⼩売現場を⾒学するフィールドワークの⽇と

した。

複数の⼩売の現場に赴き、実際に商品に携わっている

⽅々のリアルの話を聞くと共に、商品が販売されてい

る様⼦、どういった⽅々が購⼊しているか(ターゲット

調査、ニーズ把握)を経験した。



11 ⽉ 4 ⽇(⼟) 

(銀嶺祭) 

信州⼤学 中間発表会 

学園祭の空き教室を利⽤し、中間報告会を実施した。 

上記 2 ⽇程のインプットを元に各チームが考える施策

を発表する場を設けた。関係者の⽅々をお呼びし、フ

ィードバックをいただく。 

17:00〜17:30 準備 

17:30 開場 

17:45 プレゼン(10 分/グループ) 

18:15 メンタリング&試⾷会 

19:30 終了 

20:00 完全撤収 

12 ⽉ 11 ⽇（⽉） 松本市ユースサポートセン

ター

最終発表会 

中間発表の施策をブラッシュアップし、発表する。 

この施策を翌年の実践販売の施策のベースとする。 

1700〜 準備 

1800 開場 

1830 スタート 

2000 閉場 



企
画
名
称 
２ 

B.若者チャレンジサポートプログラム
① 若者チャレンジミートアップ
② 若者チャレンジカンファレンス

企
画
概
要 

 若者会議をきっかけに、今年度松本市地域づくり課ユースサポート係が主導となっ
て始まった「若者チャレンジ応援事業」。今年度は 11 件の応募があり、8 件採択され
た。 採択された団体はもちろん、採択されなかった団体も基本的には活動を⾏うとい
うこともあり、こういった団体を集め、他団体や社会⼈、企業との交流を促し、さらに
⼤きな取り組みを⽣み出していくことを⽬指し 2 つのイベントを実施した。 

① 若者チャレンジミートアップ
10 ⽉ 18 ⽇開催。地域で活動したい若者に対し、プレゼンおよび他団体や社会⼈、

企業との交流イベント。現在活動している団体は⼈⼿や資⾦に困っていたり、団体には
所属していないものの、こういった取り組みに興味のある学⽣もいるため、そのマッ
チングの場として提供した。 

② 若者チャレンジカンファレンス
2024年 3⽉ 8 ⽇開催。上記ミートアップの総集編的イベント。これから取り組み

を実施する団体もいるため、今年度の成果報告会として開催した。 



２．実績・結果 
参加⼈数 ◯参加者

A.インターンシッププログラム
⼤学⽣：10名 
中村歩夢 信州⼤学 経法学部 3 年 
根本秀平 信州⼤学 繊維学部 3 年 
森⽥翔 信州⼤学 経法学部 3 年 
岡本紗英 信州⼤学 ⼯学部 1 年 
⿂村直⼈ 信州⼤学 理学部 3 年 
上⽥妃菜 信州⼤学 教育学部 2 年 
滝沢俊輔 信州⼤学 経法学部 4 年 
⼤久保拓真 信州⼤学 経法学部 2 年 
前⽥紗季 信州⼤学 ⼈⽂学部 2 年 
⼩股祐希 松本⼤学 1 年 

B.若者チャレンジサポートプログラム
発表者名簿（発表順） １７名 
発表者（団体名） 事業名、プロジェクト名 

3A フェス実⾏委員会（5名） 
３A フェス〜“きこえる⼈”と“きこえな
い⼈”がつながる社会へ 

トトノッテミソ トトノッテミソ 
しましま本店実⾏委員会(2名) 鉄道上⾼地線及び沿線の魅⼒発信事業 
上⾼地線活性化プロジェクト
(2名) 

上⾼地線謎解きイベント 

⼥⿃⽻川デザイン企画室（2
名） 

⼥⿃⽻川くさかり 10分間デザイン 

⼀般社団法⼈ KOKO(2名) 信州ワンダリングチャレンジ 
橋本 あかり 駄菓⼦屋らいと 
⼩股 祐希 ⽯芝まつり 
⽊南 ⼀⾺ 越境コーディネーター 
信州⼤学地域参画プロジェク
ト CHANGE 上野 颯⾺

信州⼤学地域参画プロジェクト
CHANGE 

観覧者 15 名 

集客⽅法 
・チラシ配布 ・SNS  ・WEB サイト
・集客依頼（⾼等教育コンソーシアム信州、松本市役所地域づくり課）



３． 集客⽤チラシ・SNS 投稿・WEB サイト 



] 





４． 活動⾵景 



以上 



若者チャレンジカンファレンス 3/８ 



       


